
山 形 県
再拡大(リバウンド)防止

特別対策期間

令和４年２月２１日(月)～３月６日(日)

（案）

再拡大(リバウンド)防止特別対策の基本的な考え方

✔ まん延防⽌等重点措置終了後の感染の再拡⼤（リバウンド）
を防ぐため、

✔ 第６波でクラスターが多数確認された保育施設や学校、高齢者
施設等の感染防⽌対策を補強

✔ 県内の感染状況・オミクロン株の特徴を踏まえた感染防⽌対
策を追加

✔ 感染状況を注視しながら、感染対策と経済回復の両⽴を図る
ため、経済活動の制限に係る要請内容等を⾒直し

(飲⾷店への営業時間短縮要請終了、冬割キャンペーンの全県再開）

✔ 高齢者施設等における接種促進やエッセンシャルワーカーの
優先接種など、ワクチンの３回目接種を加速
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県民の皆様へのお願い

協⼒要請の内容（特措法第24条第9項）

外
出
・

移
動 ○混雑した場所や感染リスクが高い場所への外出・移動は控えてください。

県
外
と
の
往
来

○不要不急の往来は控えてください。※ビジネス、通学、通院、受験等は除く。
○移動する場合は、移動先の感染状況の把握に努め、基本的な感染防止対
策の徹底や、事前・事後に無料のPCR等検査を活用するなど、「うつら
ない」、「うつさない」⾏動を徹底してください。

会

食

○１グループの人数制限はありませんが、１テーブル４人以下で感染防止
対策を徹底して⾏ってください。※結婚式など冠婚葬祭を含む

○お酌はせず、⻑時間にならないようにしてください。
○職場での昼食や休憩中の飲食等を含め、黙食を基本とし、会話をする際
は、マスクの着用を徹底してください。

○都道府県の認証施設など感染防止対策が講じられた施設を利用してくだ
さい。

県民の皆様へのお願い

協⼒要請の内容（特措法第24条第9項）

感
染
防
止
対
策
等

○不織布マスクの着用や、こまめな⼿洗い、消毒、ゼロ密（密閉、密集、
密接の全てを避ける）、換気の励⾏など基本的な感染防止対策を徹底
してください。

○家庭内においても室内を定期的に換気するとともに、こまめな⼿洗いを
⾏い、家族間の感染防止対策を徹底してください。

○ワクチンの効果は、時間の経過とともに低下してきます。ご自身のため
にも、できるだけ早く３回目の接種を受けていただくようお願いいたし
ます。

○発熱・咳など、少しでも体調が悪い場合は、外出や移動を控え、事前に
医療機関に連絡し、受診してください。

○無症状でも感染に対する不安を感じる場合は、無料のPCR等検査を受け
てください。
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学校等へのお願い

協⼒要請の内容（特措法第24条第9項）

県
立
学
校

依然、若年層に感染者が多発していることから、
「県内全域・短期集中」で感染防止対策を改めて徹底・強化

部
活
動
等

○原則、活動を自粛する。（全国大会出場を除く）
ただし、各地域の感染状況によっては、学校医等の助言を得た上で、一定の
制約のもと活動を可能とする。(自校内の活動、土日祝日の活動を停止、
マスクを着用してできる活動に限定 など）

※ワクチン未接種の児童が多い小学校において、クラスターが多発し
ていることから、スポーツ少年団活動については活動停止を要請

学
習
活
動

○校外活動を実施するにあたっては、感染防止対策を徹底
○感染のリスクが高い学習活動は停止

（合唱やリコーダー演奏、近距離で組み合う運動 など）

○登校前の健康観察の徹底を改めて周知
（風邪症状等がある場合、登校を控え医療機関の受診を促す）
※ 特に、オミクロン株の特性を踏まえ、熱はなくとも咽頭痛(のどの痛

み)、鼻汁などの症状がある場合は、登校を控えることを徹底

学校等へのお願い

協⼒要請の内容（特措法第24条第9項）

県
立
学
校

○登下校時もマスク着用を徹底
○換気対策の徹底（改めて室内のCO2濃度・室温の変化を測定、換気⽅法を改善）
○学校等での給食や昼食は黙食を基本とし、会話をする時はマスク着用を徹底
○地域の感染状況等を踏まえ、時差登校やオンライン学習を組み合わせた

ハイブリッドな学習形態の実施を検討
○受験等で県外に移動する場合、無料のＰＣＲ等検査の活用を推奨
○教職員の３回目のワクチン接種を積極的に促進
○感染者・濃厚接触者が発生した際は、

・学校⻑が一時的な学校閉鎖などをした上で「新型コロナ対策学校等⽀
援タスクフォース」等の助言を受け、速やかに休業等の対応を実施

・児童生徒の学びの保障に配慮し、オンライン学習を推進、時差登校等
を検討

※ 小中学校等市町村立学校や私立学校についても、同様の対応を要請
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学校等へのお願い

協⼒要請の内容（特措法第24条第9項）

大
学
等

○学生や教職員等に対し、飲食を伴う⾏事等を開催する場合は、都道府県
の認証施設などの感染防止対策が講じられた施設を利用し、短時間の開
催とし、会話をする際はマスク着用を徹底するよう求めてください。

○部活動やサークル活動、課外活動、学生寮における感染防止対策等につ
いて、学生や教職員等に注意喚起を徹底してください。特に、部活動等
における感染リスクの高い活動については、制限又は自粛を検討してく
ださい。

○学内での⾏事は、人と人との間隔を⼗分に確保するなど、適切な開催⽅
法を検討してください。

○感染防止対策の徹底と面接授業・遠隔授業の効果的活用等により、学生
の学修機会を確保してください。

○学生や職員の⽅は早めに３回目のワクチン接種を受けてください。

保育所や保護者の皆様等へのお願い

協⼒要請の内容（特措法第24条第9項）

保
育
所
・認
定
こ
ど
も
園
・幼
稚
園
等

○県独自の「新型コロナウイルス感染症対策マニュアル」を参照し、感染
防止対策を徹底してください。

○保健衛生用品等の購入に係る補助を活用してください。
○感染の早期発⾒や事業継続に向けて、保育所等に配布している抗原定性
検査キットやPCR検査キットを活用してください。

○感染リスクが高い活動を避けるとともに、児童をできるだけ少人数グル
ープに分割するなど、感染を広げない形で保育等を実践してください。

○保護者が参加する⾏事の延期等を含めて、大人数での⾏事は自粛してく
ださい。
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保育所や保護者の皆様等へのお願い

協⼒要請の内容（特措法第24条第9項）

保
護
者

○毎日、登園前にお子さんの健康観察（発熱、のどの痛み、鼻水などの風
邪症状の有無の確認）を必ず⾏ってください。

○発熱等の症状がある場合は登園を避けてください。
○家庭内や周囲の⽅の発熱や呼吸器症状など健康状態にも留意してください。
○お子さんや御家族に気になることがある場合は保育所等に連絡してくだ
さい。

○保育所等での感染拡大防止に向け、市町村や園からの感染防止対策の
要請・依頼について、御理解と御協⼒をお願いします。

市
町
村

○社会機能を維持するため、感染予防に最大限配慮しつつ、原則開所する
ようお願いします。

○臨時休園の判断を⾏うにあたっては、保育の必要な⽅に対する保育が継
続して実施されるよう配慮（代替保育等）をお願いします。

○保育士等への３回目ワクチン優先接種に御配慮をお願いします。

高齢者施設・障がい者施設へのお願い

協⼒要請の内容（特措法第24条第9項）

高
齢
者
施
設
・障
が
い
者
施
設

○換気、マスクの着用、消毒等、厚生労働省が策定した「介護現場におけ
る感染対策の⼿引き」、「障害福祉サービス施設・事業所職員のための
感染対策マニュアル」等に基づく対応を徹底してください。
※チェックリストを提供しますので活用してください。

○複合型施設では、施設入所者と通所サービス利用者の動線を可能な限り
分離する、入所系職員と訪問・通所系職員とで休憩室利用時間を分離す
るなど、感染リスクを極⼒減らしてください。

○利用者や従事者に感染者が発生した場合に備え、BCP（業務継続計画）
及び初動対応を再確認するとともに、必要物資の備蓄に務めてください。

○利用者や従事者の⽅は早めに３回目のワクチン接種を受けてください。

＜施設内で感染者が確認された場合の⽀援＞
○抗原定性検査キット等による感染者の早期探知
○感染症専門班（医師・認定看護師）の介入による感染拡大防止指導
○職員が不⾜した場合の相互応援ネットワークの活用
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事業者の皆様へのお願い

協⼒要請の内容（特措法第24条第9項）

感
染
防
止
対
策
等

○業種別の感染拡大予防ガイドライン遵守を徹底してください。
○就業前の健康チェックなど、従業員の健康管理を徹底してください。
○テレワーク、時差出勤、オンラインの活用等により、出勤者数の削減な
ど、人との接触を低減する取組みを進めてください。

○ドアノブ、⼿すり、スイッチ、トイレ、洗面所などの共用部分をこまめ
に消毒してください。

○体調が優れない⽅や、妊婦、子どもの養育等が必要な⽅への休暇取得や
在宅勤務(テレワーク)、時差出勤などの就業上の配慮を⾏ってください。

○従業員に感染者や濃厚接触者が多数発生した場合に備え、自社等のBCP
(事業継続計画)の作成・点検を進めてください。

○厚生労働省の「小学校休業等対応助成⾦」を活用するなどして、子ども
が登校・登園できない場合に従業員が安心して休暇を取得できる環境を
整えてください。

○従業員の⽅へ３回目のワクチン接種をできるだけ早く受けるよう促して
ください。

イベント主催者等の皆様へのお願い（特措法第24条第9項）

収 容 定 員 大 声 な し 大 声 あ り

１万人超
収容定員の半分まで

※ 感染防止安全計画を策定
した場合、収容定員まで

収容定員の
半分まで

5,000人超
～ １万人

5,000人まで
※ 感染防止安全計画を策定

した場合、収容定員まで

5,000人以下 収容定員まで

次の人数上限に沿ったイベントの開催をお願いします。

※ 「⼤声」︓観客等が通常よりも⼤きな声量で反復・継続的に声を発すること
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その他の対策

ワクチン接種
（一部再掲）

○市町村と連携し、高齢者施設等の利用者及び従事者に対する
ワクチンの３回目接種を速やかに実施

○教職員、保育士、警察官、消防職員など、地域における社会
機能を維持するために必要な事業に従事する者に対する優先
的なワクチンの３回目接種を推進

県有施設 ○県有施設の臨時休館や利用制限等を実施

やまがた冬割
キャンペーン

○２月21日(月)以降は、全ての区域の宿泊割引を再開
なお、旅のエチケットを守りながら、感染防止対策を徹底

○隣県の県⺠割については、当面の間、停止
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